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品名 姿 図 品名記号 単重 寸 法 ボルト

A B C D E F 本数
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品名 姿 図 品名記号 単重 寸 法 ボルト
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品名 姿 図 品名記号 単重 寸 法

A B C D E F t
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30 HB
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品名 姿 図 品名記号 単重 寸 法 ボルト
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ッ
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掛
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キ
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ジ
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E

E

kg
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土圧計付プレロードジャッキ（ロックナット付）

プレロードジャッキ（ロックナット付）

建築・土木建設の根切り､ 山留工事の切梁にプレロードを導入す
ることにより､ 周辺地域の沈下を阻止し､ 山留架構の剛性を高め工
事の安全性､ 経済性を確保するために開発されたロックナット付き
オイルジャッキです｡
切梁解体時には複数の切梁軸力を解除｡ 工事の合理化と安全性を
高めました｡ また当社独自のストローク押し戻し機構により､ 簡単
にジャッキの伸び縮みが行え､ ジャッキを締める場合にもオイルを
外部に漏らすことなく､ クリーンな作業環境を確保します｡

●諸 元
項目 型式 KOP KOP KOP OP KOP
Ｈ 鋼 適 用 寸 法

本体の許容耐力 t

最大油圧出力 t

ストローク ㎜
最 小 寸 法 ㎜
受 圧 面 積
最 大 油 量
重 量 kg

山留壁の側圧管理に､ 切梁の軸力を把握する必要があり､ 山留
め架構全体の安全管理に不可欠な土圧測定器の採用として､ 油圧
式土圧計を取り付けた荷重計付プレロードジャッキです｡
圧力変換器または高圧ゴムホースの延長により､ 遠隔測定､ 集

中計測管理も可能です｡

●諸 元
項目 型式 KOPL

Ｈ 鋼 適 用 寸 法

本体の許容耐力 t

最 大 油 圧 出 力 t

土 圧 計 容 量 t

ス ト ロ ー ク
最 小 寸 法
土圧計受圧面積
最 大 油 量
重 量 kg

本器は従来の切梁長さ調整用に使用されているキリンジャッキ
の新型タイプであります｡ 挿入ジャッキを使用する事により､ 単
一的なプレロードが導入出来､ 又切梁の解体も挿入ジャッキ及び
解体ジャッキの使用により､ 安全且つ迅速に切梁の解体作業が行
えます｡ 又アンダーパス､ アンダーピニング工事等にも使用出来
る簡易性､ 経済性にとんでおり御好評を得ております｡

ニューキリンジャッキ

●諸 元
項 目 型 式 KH KH H
Ｈ 鋼 適 用 寸 法 H
耐 力 tf
出力･挿入ジャッキ使用 tf
出力･解体ジャッキ使用 tf
ス ト ロ ー ク
最 小 長 さ
ベ ー ス 寸 法 tftf tf

取付穴ピッチ 上部側
下部側
共 通

㎜

重 量
※取付穴ピッチ

●諸 元
項 目 型 式 KHL KHL HL
Ｈ 鋼 適 用 寸 法 H
耐 力 tf
土 圧 計 能 力 tf
ス ト ロ ー ク
最 小 長 さ
ベ ー ス 寸 法 tftftf
取付穴ピッチ

上部側 ㎜

取付穴ピッチ
下部側 ㎜

重 量
※取付穴ピッチ

土圧計付ニューキリンジャッキ

ニューキリンジャッキに土圧計をドッキングした荷重計付きニ
ューキリンジャッキであります｡ 切梁の軸力測定並びにアンダー
パス等の上載荷重を正確に長期間でも計測する事が出来ます｡

施工現場使用例

（実用新案登録第1169429号）

kg

kg
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土圧計付プレロードジャッキ（ロックナット付）

プレロードジャッキ（ロックナット付）

建築・土木建設の根切り､ 山留工事の切梁にプレロードを導入す
ることにより､ 周辺地域の沈下を阻止し､ 山留架構の剛性を高め工
事の安全性､ 経済性を確保するために開発されたロックナット付き
オイルジャッキです｡
切梁解体時には複数の切梁軸力を解除｡ 工事の合理化と安全性を
高めました｡ また当社独自のストローク押し戻し機構により､ 簡単
にジャッキの伸び縮みが行え､ ジャッキを締める場合にもオイルを
外部に漏らすことなく､ クリーンな作業環境を確保します｡

●諸 元
項目 型式 KOP KOP KOP OP KOP
Ｈ 鋼 適 用 寸 法

本体の許容耐力 t

最大油圧出力 t

ストローク ㎜
最 小 寸 法 ㎜
受 圧 面 積
最 大 油 量
重 量 kg

山留壁の側圧管理に､ 切梁の軸力を把握する必要があり､ 山留
め架構全体の安全管理に不可欠な土圧測定器の採用として､ 油圧
式土圧計を取り付けた荷重計付プレロードジャッキです｡
圧力変換器または高圧ゴムホースの延長により､ 遠隔測定､ 集

中計測管理も可能です｡

●諸 元
項目 型式 KOPL

Ｈ 鋼 適 用 寸 法

本体の許容耐力 t

最 大 油 圧 出 力 t

土 圧 計 容 量 t

ス ト ロ ー ク
最 小 寸 法
土圧計受圧面積
最 大 油 量
重 量 kg

本器は従来の切梁長さ調整用に使用されているキリンジャッキ
の新型タイプであります｡ 挿入ジャッキを使用する事により､ 単
一的なプレロードが導入出来､ 又切梁の解体も挿入ジャッキ及び
解体ジャッキの使用により､ 安全且つ迅速に切梁の解体作業が行
えます｡ 又アンダーパス､ アンダーピニング工事等にも使用出来
る簡易性､ 経済性にとんでおり御好評を得ております｡

ニューキリンジャッキ

●諸 元
項 目 型 式 KH KH H
Ｈ 鋼 適 用 寸 法 H
耐 力 tf
出力･挿入ジャッキ使用 tf
出力･解体ジャッキ使用 tf
ス ト ロ ー ク
最 小 長 さ
ベ ー ス 寸 法 tftf tf

取付穴ピッチ 上部側
下部側
共 通

㎜

重 量
※取付穴ピッチ

●諸 元
項 目 型 式 KHL KHL HL
Ｈ 鋼 適 用 寸 法 H
耐 力 tf
土 圧 計 能 力 tf
ス ト ロ ー ク
最 小 長 さ
ベ ー ス 寸 法 tftftf
取付穴ピッチ

上部側 ㎜

取付穴ピッチ
下部側 ㎜

重 量
※取付穴ピッチ

土圧計付ニューキリンジャッキ

ニューキリンジャッキに土圧計をドッキングした荷重計付きニ
ューキリンジャッキであります｡ 切梁の軸力測定並びにアンダー
パス等の上載荷重を正確に長期間でも計測する事が出来ます｡

施工現場使用例

（実用新案登録第1169429号）

kg

kg
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●諸 元
項 目 型 式 KMP
最 高 使 用 圧 力 /
吐 出 /min
電 動 機 A

r. p. M.
操 作 方 式 押釦電磁弁作動
オ イ ル タ ン ク 容
重 量 kg

可搬式小型電動ポンプ（100V）

従来の手動ポンプに替り､ 労力が必要なく作業が行え
ます｡
ニューキリンジャッキの挿入ジャッキ作動用
ニューキリンジャッキの解体ジャッキ作動用
プレロードジャッキの解体用
その他小容量のオイルジャッキ作動用

本器はあらゆるジャッキのジャッキアップ工事に手軽
に使用出来る手動型の油圧ポンプであります｡
加・減圧バルブの操作にて加圧荷重を徐々に降下させ
ることが可能です｡

手動オイルポンプ

●諸 元
型 式 KHP
最 高 圧 力 /
吐 出 量
高低圧自動切換

低圧時 /回
高圧 ㏄/回

タ ン ク 油 量
本 体 重 量 kg

●付属品
高圧ゴムホース ２本
プレッシャーゲージ荷重計TON １ケ

挿入ジャッキはニューキリンジャッキ専用の調整ネジ
付オイルジャッキであります｡ ニューキリンジャッキの
プレロードに使用します｡

挿入ジャッキ ュー（二 キリンジャッキ用）

●諸 元
項 目 型 式 KHJ
出 力 tf
ス ト ロ ー ク
機 重

●構 成
オイルジャッキ １台
手動オイルポンプ １台 HP /
高圧ホース ２本
ット

kg

kgf

kgf

kg

kg

kgf
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●諸 元
項 目 型 式 KMP
最 高 使 用 圧 力 /
吐 出 /min
電 動 機 A

r. p. M.
操 作 方 式 押釦電磁弁作動
オ イ ル タ ン ク 容
重 量 kg

可搬式小型電動ポンプ（100V）

従来の手動ポンプに替り､ 労力が必要なく作業が行え
ます｡
ニューキリンジャッキの挿入ジャッキ作動用
ニューキリンジャッキの解体ジャッキ作動用
プレロードジャッキの解体用
その他小容量のオイルジャッキ作動用

本器はあらゆるジャッキのジャッキアップ工事に手軽
に使用出来る手動型の油圧ポンプであります｡
加・減圧バルブの操作にて加圧荷重を徐々に降下させ

ることが可能です｡

手動オイルポンプ

●諸 元
型 式 KHP
最 高 圧 力 /
吐 出 量
高低圧自動切換

低圧時 /回
高圧 ㏄/回

タ ン ク 油 量
本 体 重 量 kg

●付属品
高圧ゴムホース ２本
プレッシャーゲージ荷重計TON １ケ

挿入ジャッキはニューキリンジャッキ専用の調整ネジ
付オイルジャッキであります｡ ニューキリンジャッキの
プレロードに使用します｡

挿入ジャッキ ュー（二 キリンジャッキ用）

●諸 元
項 目 型 式 KHJ
出 力 tf
ス ト ロ ー ク
機 重

●構 成
オイルジャッキ １台
手動オイルポンプ １台 HP /
高圧ホース ２本
ット

kg

kgf

kgf

kg

kg

kgf

歩道工事､ 構台工事､ 道路面に沿った工事など通行の安全確保を
重点とした､ 仮設用ガードレールです｡
　土台となるＨ鋼300を使用し､ H鋼､ ガードレールを固定一体化
した製品になっています｡ 施工上､ 素早くセットが可能になり広く
ご利用いただいております｡

単位重量：基/ kg
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メトロデッキメトロデッキ
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寸法・重量

幅×長 高 さ 面 積 鋼 重
パネル当り

落とし込み方式

一般型－Ⅰ

一般型－Ⅱ

補強型－Ⅰ

補強型－Ⅱ

締 結 方 式
一般型－Ⅰ

一般型－Ⅱ

●色部分はリース向け在庫品を表わしています｡

落とし込み方式 一般型 Ⅰ

縞Ｈ形鋼断面諸元

kg/

I x 4

I y 4

Zx

Zy

ix

iy

ナンスライド塗装型デッキ構造
●メトロデッキ上面に樹脂加工を施したものです｡
●一般道路なみの摩擦係数をもっていますのでスリップに
よる事故発生を防止します｡

kg
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敷 鉄 板

仕 様
寸 法

一枚当り
厚 ㎜

縞鉄板 縞鉄板 消雪用鉄板

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

,

,

,
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たて込み簡易
土留工法
たて込み簡易
土留工法
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ニッテツトレンチシステムとは
ニッテツトレンチシステムとは､ 日鐵建材工業㈱の開発した低振動で安全
性の高い ｢たて込み簡易土留工法｣ です｡ ガイドポスト､シャットパネル､
サポートジャッキを組み合わせ､土圧に対する剛性をもたせたオープンウ
エルをバックホーにより掘削作業を行い､ 同時に沈下させる工程を繰り返
します｡これが土留支保工を完成させる新しい溝掘りのスピード工法です｡

●上下水道
●工業用水
●農業用水
●ガス管埋設
●地中線埋設
●その他溝掘削工事

TSⅠ K型
新製品ニッテツトレンチシステムI K型とは
従来のⅠ Ⅱ型と同様､より安全に､より簡単に､より静かに施工でき
るたて込み簡易土留工法です｡
多様な現場に的確に対応できるⅠ K型はその経済性を約束します｡
掘削深さ3.5 までの施工に御利用下さい｡

I K型の特長
●ガイドポスト方式､ボックス方式のどちらにも使える兼用型です｡
●サポートジャッキの伸縮は25㎝あります｡
●サポートエクステンションは25㎝ピッチで､L＝250～L＝1,250
迄ありますので掘削幅の対応がスムーズにできます｡

●サポートコネクターはワンタッチ式です｡
●パネル継ぎはパネル両端で行えますので便利です｡
●パネルの厚さ､わずか56㎜｡

■掘削幅エクステンション適用表（Ⅰ K型）

ガイドポスト方式 ボックス方式
エクステンション
型式 長さ

単重
kgパネル パネル パネル パネル

, , , , , , ,

, , , 型 L=

L=

L=

L=

L=

※ は､この他にも用意していますので御相談下さい｡

■ガイドポスト断面

●パネル
吊り金具

●パネルジョイント
ボックス方式の場合､
容易に引抜きできる
よう工夫しています｡

●サポートコネクタ
コッターが内蔵された
ワンタッチ方式ですか
ら取付・取外しが簡
単です｡

●パネル天端
パネル天端はＨ形鋼
で補強されます｡
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主要部品
■部材数量及び重量表〈ガイドポスト方式（GP）、ボックス方式（BOX）〉

№ 品 名 単重
kg

Ⅰ Ⅰ Ⅰ K Ⅰ
GP BOX GP BOX GP BOX GP BOX

K ャットパネル
K ャットパネル
K a シャットパネル
K b シャットパネル
K ャットパネル オプション
K イドポス
K イドポス
K イドポス
K ガイドポス
K ポートコネクタ
K ポートジャッキ
K サポートエクステンション オプション
K パネルプロテクタ
K パネル吊り金具
K ポストプロテクタ
K ポスト吊り金具
K ジャッキスパナ
K サポートジャッキピン
K パネピン
K パネルジョイント
K パネルジョイントピン
K パネルキャップ
K フック付吊りワイ 点吊
K フック付吊りワイ 点吊
K シャック SD
K パネル平吊金具シャックル付
K 台付ワイヤ
K 部品
K 部品
K 幅決めジャッキ
K ポスト吊金具ピン
K パネル吊金具ピン
K 組立台

セット重量

Set： 分

●幅決めジャッキ（O型）
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ボックス方式

ガイドポスト方式
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開削工事における安全対策用としての簡易脱着式バリケード

規 格 全 幅 有効 重 量

バリケード FKB１

バリケード FKB２

取付方法 片ボルトによる押え込み､

kg
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ブルマン基本治具
C 型

LA型

NT型

型 式 クランプ範囲 自 重 材 質 A B C D E F 厚さ ラチェット
C 鍛造品S
C 鍛造品 S
C 鍛造品 S
C 鍛造品 S
C
C
※C ､ C 図と一部形状が異なります｡

杭の適用サイズ 自 重 材 質 A B C D E F G H ラチェット

H 鍛造品

杭の適用サイズ 自 重 材 質 A B C D E F T ラチェット

H 鍛造品

単位：㎜

kg
kg
kg
kg
kg
kg

kg

kg

特徴
今までの裏込めブロックの色々な問題点にもブロックマンならすべて解決｡
一度御試し下さい｡各現場のニーズに応えられる製品です｡

財団法人建材試験センターにて実証済み

ブロックマン使用現場

重くて､取扱いが大変苦労する 裏込めブロック№1の軽さ（本体約３㎏）

製品が大きくて､現場内で置場が大変 不要な物はいっさい付いていないので､よりコンパクトな製品

現場状況に合わせて種類分けしなければいけない 許容荷重110t ､どんな現場ニーズにも応えられます

付属品が付いているため､壊れやすい 製品はすべて一体化していますのでどこよりも丈夫

製品原価が高いため安心して使えない ブロックマンは､他社の約半値｡安心して御利用頂けます

ラインナップ

本 体 ライナーA ライナーB ライナーC

㎜

㎜

㎜
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ブルマン基本治具
C 型

LA型

NT型

型 式 クランプ範囲 自 重 材 質 A B C D E F 厚さ ラチェット
C 鍛造品S
C 鍛造品 S
C 鍛造品 S
C 鍛造品 S
C
C
※C ､ C 図と一部形状が異なります｡

杭の適用サイズ 自 重 材 質 A B C D E F G H ラチェット

H 鍛造品

杭の適用サイズ 自 重 材 質 A B C D E F T ラチェット

H 鍛造品

単位：㎜

kg
kg
kg
kg
kg
kg

kg

kg

特徴
今までの裏込めブロックの色々な問題点にもブロックマンならすべて解決｡
一度御試し下さい｡各現場のニーズに応えられる製品です｡

財団法人建材試験センターにて実証済み

ブロックマン使用現場

重くて､取扱いが大変苦労する 裏込めブロック№1の軽さ（本体約３㎏）

製品が大きくて､現場内で置場が大変 不要な物はいっさい付いていないので､よりコンパクトな製品

現場状況に合わせて種類分けしなければいけない 許容荷重110t ､どんな現場ニーズにも応えられます

付属品が付いているため､壊れやすい 製品はすべて一体化していますのでどこよりも丈夫

製品原価が高いため安心して使えない ブロックマンは､他社の約半値｡安心して御利用頂けます

ラインナップ

本 体 ライナーA ライナーB ライナーC

㎜

㎜

㎜
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■各工法の概要と特長

工 法 概 要

山
留
壁
の

な
い
も
の

法 切 り 工 法 掘削周囲を土の安定勾配で法付けし､ 掘削を行う｡
掘削が深い場合､ 法中間に小段（犬走り）を設けることもある｡

支
保
工
の

な
い
も
の

自 立 工 法
矢板又は親杭等を掘削外周に打設し､ 杭の曲げ抵抗で背面土圧を支え､ 内部
掘削を行う｡
掘削が深い場合､ 二列に杭を自立させる｡

山
留
壁
の
分
類

親 杭 横 矢 板 工 法 親杭（レール、I形鋼､ H形鋼）一定間隔（80～150㎝）に打設し､ 掘削と共
に横矢板（足場板・厚板・端太角）をはめ込み乍ら掘削して行く方法｡

鋼 矢 板 工 法 連続して鋼矢板をかみ合せ乍ら打設し､ 内部掘削を行う｡

場 所 打 RC 山 留 壁 セン孔機械にて地中にセン孔し､ 場所打コンクリートの柱､ 壁材を造り､ 山
留壁とする工法｡

支

保

工

の

分

類

水 平 切 梁 工 法
形 式井

切梁を格子状に組み水平面内座屈を防ぎ､ 交叉部に棚杭を打設して面外座屈
を防ぐもので最もオーソドックスな方法｡
腹起側には火打をとり､ 切梁間隔を広くすることが多い｡

水 平 切 梁 工 法 復数の切梁を組み立て､ 鋼性を高め切梁間隔を大きくとる方法｡

水 平 切 梁 工 法
打 式火

土圧を火打梁のみで支える方法｡
腹起の断面を大きくとり火打を極力減らす様な方法がとられている｡

ア イ ラ ン ド 工 法
敷地の中央部を､ 土留壁が自立出来る深さまで前面に土を残して先行掘削し
体の中央部分を構築する｡

周辺部は､ 体コンクリートより斜め切梁を架けつつ掘削して行く｡

PS 山 留 工 法 土留工の腹起し材を補強し､ プレストレスを導入することにより､ 土圧に対
する耐力を増大して､ スパンを拡げ､ 切梁材を除去する工法｡

トレンチカット工法 周辺地下部分を山留し､ トレンチ状に掘削して構築する｡
中央部は外周 体を山留として掘削する方法｡

逆 打 工 法
地下構造物を支保工に利用し､ 地下１階､ ２階と逆に構築して行く工法｡
体支持の方法に本体柱利用､ 仮受柱､ 仮受構台等の方法がある｡

場合によって一部水平切梁を設ける時がある｡

アースアンカー工法
土留壁を打ち､ 土圧は､ 掘削外周に設けたアースアンカーの引抜抵抗にもた
せる方法｡
アースアンカーは必要に応じて段数を決める｡

タ イ ロ ッ ド 工 法 掘削外周に控杭を設け､ タイロッドにて土留壁を引張る方法｡

ケ ー ソ ン 工 法
構築物を地上で構築し､ 内部を掘削して地下に沈めて行く工法で圧縮空気を
送り込み地下水圧とバランスを保つニューマチックケーソンと圧縮空気を用
いず全体を沈下させるオープンケーソンがある｡

山留工法

工 法
特 長

長 所 短 所

法 切 り 工 法
●支保工がなく機械力を十分活用出来る｡
●経済的である｡

●敷地に法切りする余裕が必要｡
●軟弱地盤､ 湧水の多い場合不適｡
●掘削､ 埋戻土量が多い｡

自 立 工 法
●敷地一杯に構造物を造ることが可能｡
●支保工なく施工能率が良い｡
●経済的である｡

●軟弱地盤は杭の根入が長くなり不適｡
●杭の曲げ抵抗､ タワミから深い掘削は向かぬ｡
●掘削､ 埋戻土量が多い（段逃げ工法）

親 杭 横 矢 板 工 法

●鋼矢板にくらべ工費がやすい｡
●深い掘削も可能（杭間隔、横矢板厚）
●比較的固い層でも可能｡
●支保工に水圧がかからない｡

●湧水処理に問題あり｡
●ヒービング現象の起る様な軟弱粘土層には不適｡

鋼 矢 板 工 法

●水密性が高い｡
●軟弱地盤にも適す｡
●耐久性あり､ 転用可｡
●深い掘削に適する｡

●連続壁に比べ剛性が低い｡
●非常に固い地盤には打込不能｡
（オーガー削孔の必要あり）

●水圧が殆んど支保工に作用する｡

場所打RC山留壁

●壁厚が自由に選べ深い掘削可能｡
●止水性が高い｡
●剛性高く､ 周辺地盤の影響小｡
●振動､ 騒音が少ない｡

●泥水処理が問題になる｡
●止水性高く支保工応力大｡
●工費､ 工期を十分検討する必要あり｡

水 平 切 梁 工 法
井 形 式

●架構がシンプルでなじみやすい｡
●土圧を全体的に支え､ 安定感がある｡
●実績が最も多い｡

●掘削重機の作業がかなり制限される｡
●継手､ 仕口のゆるみから変形がおきやすく大規模現場には､
プレロード工法を併用すること｡

●平面的に複雑な掘削形状には不適｡

水 平 切 梁 工 法 ●作業空間広く､ 施工能率が良い｡
●切梁の変形が小さい｡

●切梁加工費がやや高い｡
●全体的な土圧のバランスに注意が肝要｡

水 平 切 梁 工 法
火 打 式

●作業空間広く､ 施工能率が良い｡
●構造物に関係なく山留出来る｡

●掘削規模に制限あり｡
●火打の仕口に注意｡

ア イ ラ ン ド 工 法
●大規模現場に適し切梁数量が少なくて済む｡
●切梁が短く､ 変形が小さい｡
●不整形現場に最適｡

●地下工事が二度に分かれ､ 工期的に損｡
●工事が複雑｡
●軟弱地盤には不適｡

Ｐ Ｓ 山 留 工 法
●作業空間広く､ 施工能率が良い｡
●山留壁の弛み防止ができる｡

●PC鋼材の管理が重要｡
●変形現場では使用できない｡
●大規模現場には不適｡

トレンチカット工法
●軟弱地盤に適す｡
●山留のゆるみ､ 変形小さい｡
●敷地一杯に建物を造れる｡

●山留壁が外､ 内二重に必要｡
●地下工事が二度に分かれ工期的に損｡
●工事が複雑｡

逆 打 工 法

●躯体自身が支保工となり応力的に余裕あり｡
●一階床をステージとして利用出来る｡
●地階が広く､ 深い場合最適｡
●地下､ 地上と併行作業が可能で工期が短い｡

●掘削その他の工事が床下になり作業性が悪い｡
●コンクリートが逆打のため､ 打設に問題あり｡

アースアンカー工法
●支保工（切梁）がなく施工能率が高い｡
●深い掘削も可能｡

●敷地外にアースアンカーを設ける為､ 場所に制限がある｡
●軟弱地盤の場合､ アンカー長が長くなる｡
●アンカーの引抜強さを確実にチェックする必要がある｡

タ イ ロ ッ ド 工 法 ●施工能率が良い｡
●控杭､ タイロッドを取るスペースが必要｡
●深い掘削に不適｡

ケ ー ソ ン 工 法
●軟弱地盤､ 湧水の多い所に適す｡
●周辺地盤沈下が少なく騒音､ 振動が小さい｡
●安定性が高い｡

ニューマチックケーソン
●コスト高く､ 工期もかかる｡
●設備が大がかりである｡
●エアーブローを起すことが
ある｡

オープンケーソン
●軟弱層､ 湧水量により形に
制限あり｡

●周辺マサツの除去｡
●工事・工期の検討を要す｡
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■各工法の概要と特長

工 法 概 要

山
留
壁
の

な
い
も
の

法 切 り 工 法 掘削周囲を土の安定勾配で法付けし､ 掘削を行う｡
掘削が深い場合､ 法中間に小段（犬走り）を設けることもある｡

支
保
工
の

な
い
も
の

自 立 工 法
矢板又は親杭等を掘削外周に打設し､ 杭の曲げ抵抗で背面土圧を支え､ 内部
掘削を行う｡
掘削が深い場合､ 二列に杭を自立させる｡

山
留
壁
の
分
類

親 杭 横 矢 板 工 法 親杭（レール、I形鋼､ H形鋼）一定間隔（80～150㎝）に打設し､ 掘削と共
に横矢板（足場板・厚板・端太角）をはめ込み乍ら掘削して行く方法｡

鋼 矢 板 工 法 連続して鋼矢板をかみ合せ乍ら打設し､ 内部掘削を行う｡

場 所 打 RC 山 留 壁 セン孔機械にて地中にセン孔し､ 場所打コンクリートの柱､ 壁材を造り､ 山
留壁とする工法｡

支

保

工

の

分

類

水 平 切 梁 工 法
形 式井

切梁を格子状に組み水平面内座屈を防ぎ､ 交叉部に棚杭を打設して面外座屈
を防ぐもので最もオーソドックスな方法｡
腹起側には火打をとり､ 切梁間隔を広くすることが多い｡

水 平 切 梁 工 法 復数の切梁を組み立て､ 鋼性を高め切梁間隔を大きくとる方法｡

水 平 切 梁 工 法
打 式火

土圧を火打梁のみで支える方法｡
腹起の断面を大きくとり火打を極力減らす様な方法がとられている｡

ア イ ラ ン ド 工 法
敷地の中央部を､ 土留壁が自立出来る深さまで前面に土を残して先行掘削し
体の中央部分を構築する｡

周辺部は､ 体コンクリートより斜め切梁を架けつつ掘削して行く｡

PS 山 留 工 法 土留工の腹起し材を補強し､ プレストレスを導入することにより､ 土圧に対
する耐力を増大して､ スパンを拡げ､ 切梁材を除去する工法｡

トレンチカット工法 周辺地下部分を山留し､ トレンチ状に掘削して構築する｡
中央部は外周 体を山留として掘削する方法｡

逆 打 工 法
地下構造物を支保工に利用し､ 地下１階､ ２階と逆に構築して行く工法｡
体支持の方法に本体柱利用､ 仮受柱､ 仮受構台等の方法がある｡

場合によって一部水平切梁を設ける時がある｡

アースアンカー工法
土留壁を打ち､ 土圧は､ 掘削外周に設けたアースアンカーの引抜抵抗にもた
せる方法｡
アースアンカーは必要に応じて段数を決める｡

タ イ ロ ッ ド 工 法 掘削外周に控杭を設け､ タイロッドにて土留壁を引張る方法｡

ケ ー ソ ン 工 法
構築物を地上で構築し､ 内部を掘削して地下に沈めて行く工法で圧縮空気を
送り込み地下水圧とバランスを保つニューマチックケーソンと圧縮空気を用
いず全体を沈下させるオープンケーソンがある｡

山留工法

工 法
特 長

長 所 短 所

法 切 り 工 法
●支保工がなく機械力を十分活用出来る｡
●経済的である｡

●敷地に法切りする余裕が必要｡
●軟弱地盤､ 湧水の多い場合不適｡
●掘削､ 埋戻土量が多い｡

自 立 工 法
●敷地一杯に構造物を造ることが可能｡
●支保工なく施工能率が良い｡
●経済的である｡

●軟弱地盤は杭の根入が長くなり不適｡
●杭の曲げ抵抗､ タワミから深い掘削は向かぬ｡
●掘削､ 埋戻土量が多い（段逃げ工法）

親 杭 横 矢 板 工 法

●鋼矢板にくらべ工費がやすい｡
●深い掘削も可能（杭間隔、横矢板厚）
●比較的固い層でも可能｡
●支保工に水圧がかからない｡

●湧水処理に問題あり｡
●ヒービング現象の起る様な軟弱粘土層には不適｡

鋼 矢 板 工 法

●水密性が高い｡
●軟弱地盤にも適す｡
●耐久性あり､ 転用可｡
●深い掘削に適する｡

●連続壁に比べ剛性が低い｡
●非常に固い地盤には打込不能｡
（オーガー削孔の必要あり）

●水圧が殆んど支保工に作用する｡

場所打RC山留壁

●壁厚が自由に選べ深い掘削可能｡
●止水性が高い｡
●剛性高く､ 周辺地盤の影響小｡
●振動､ 騒音が少ない｡

●泥水処理が問題になる｡
●止水性高く支保工応力大｡
●工費､ 工期を十分検討する必要あり｡

水 平 切 梁 工 法
井 形 式

●架構がシンプルでなじみやすい｡
●土圧を全体的に支え､ 安定感がある｡
●実績が最も多い｡

●掘削重機の作業がかなり制限される｡
●継手､ 仕口のゆるみから変形がおきやすく大規模現場には､
プレロード工法を併用すること｡

●平面的に複雑な掘削形状には不適｡

水 平 切 梁 工 法 ●作業空間広く､ 施工能率が良い｡
●切梁の変形が小さい｡

●切梁加工費がやや高い｡
●全体的な土圧のバランスに注意が肝要｡

水 平 切 梁 工 法
火 打 式

●作業空間広く､ 施工能率が良い｡
●構造物に関係なく山留出来る｡

●掘削規模に制限あり｡
●火打の仕口に注意｡

ア イ ラ ン ド 工 法
●大規模現場に適し切梁数量が少なくて済む｡
●切梁が短く､ 変形が小さい｡
●不整形現場に最適｡

●地下工事が二度に分かれ､ 工期的に損｡
●工事が複雑｡
●軟弱地盤には不適｡

Ｐ Ｓ 山 留 工 法
●作業空間広く､ 施工能率が良い｡
●山留壁の弛み防止ができる｡

●PC鋼材の管理が重要｡
●変形現場では使用できない｡
●大規模現場には不適｡

トレンチカット工法
●軟弱地盤に適す｡
●山留のゆるみ､ 変形小さい｡
●敷地一杯に建物を造れる｡

●山留壁が外､ 内二重に必要｡
●地下工事が二度に分かれ工期的に損｡
●工事が複雑｡

逆 打 工 法

●躯体自身が支保工となり応力的に余裕あり｡
●一階床をステージとして利用出来る｡
●地階が広く､ 深い場合最適｡
●地下､ 地上と併行作業が可能で工期が短い｡

●掘削その他の工事が床下になり作業性が悪い｡
●コンクリートが逆打のため､ 打設に問題あり｡

アースアンカー工法
●支保工（切梁）がなく施工能率が高い｡
●深い掘削も可能｡

●敷地外にアースアンカーを設ける為､ 場所に制限がある｡
●軟弱地盤の場合､ アンカー長が長くなる｡
●アンカーの引抜強さを確実にチェックする必要がある｡

タ イ ロ ッ ド 工 法 ●施工能率が良い｡
●控杭､ タイロッドを取るスペースが必要｡
●深い掘削に不適｡

ケ ー ソ ン 工 法
●軟弱地盤､ 湧水の多い所に適す｡
●周辺地盤沈下が少なく騒音､ 振動が小さい｡
●安定性が高い｡

ニューマチックケーソン
●コスト高く､ 工期もかかる｡
●設備が大がかりである｡
●エアーブローを起すことが
ある｡

オープンケーソン
●軟弱層､ 湧水量により形に
制限あり｡

●周辺マサツの除去｡
●工事・工期の検討を要す｡
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